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ネパール中部低ヒマラヤ帯における地すべり分布図の作成と地すべりサスセプティ
ビリティマップへの適用
Landslide inventory mapping in the Lower Nepal Himalayas and its implication for land-
slide susceptibility mapping
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ネパール低ヒマラヤ帯中部にに対する空中写真判読により地すべり地形判読を行った．判読された地すべり地形のう
ち 512例に対してその発生場の斜面傾斜，見通し角，発生場の斜面幅等の地形特性を計測し，それらの位置する地質帯
ごとにまとめた．その結果，各地質帯ごとに地すべりの発生しやすくなる斜面傾斜を明らかにすることが出来た (図１）．
これを限界傾斜角と呼びこれらを活断層からの距離などの要因と重ね合わせることで，地震地すべりを含む地すべりサ
スセプティビリティ地図作成に適用することを試みる．
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